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学校における「チャーター (Charter)→学校年次報告 (SchoolAnnual Report) (チャータ一実施
1年自の自己評価)→学校年次報告 CSchoolAnnual Report) (チャータ一実施2年目の自己評価)


























が得られた学校を事例校とした。事例校は、ストリートン小学校 (StreetonPrimary School) (グ
ラム・アスキュー校長 (MrGraeme Askew)、学校群 1)とレーラーイースト小学校 (LalorEast 
















始は 1月であるが、年度開始から半年後に転校予定の生徒が l人いる場合、その生徒を 0.5人と表
記する。
第 2に、ピクトリア州の学校教育制度について説明する。学校教育制度は 1年間の準備教育、 6
年間の初等教育、 6年間の中等教育から成立している。準備教育は小学校に併設される準備学年、






















大臣ヘイウオード (Hayward，D.)は、 1980年代末以降のビクト 1)ア州の経済不況を克服するため
には質の高い教育が必要だと考えた(19)。そのために教員組合主導の学校経営を改革しようとした。
この時、ヘイウオードに強い影響を与えたのがコールドウエル (CaldwelLB. J.) とスピンクス
CSpinks， J. M.)の学校経営研究であった。当時のことをコールドウエルは次のように回想してい
る。
「私とスピンクスの共著書『自律的学校経営におけるリーダーシッフ~ (Leading the 
Self-Managing School)は 1992年に出版されました。その後、ビクトリア州議会選挙が行われま















































教員は 1級教員、 2級教員、 3級教員の職階から構成されている。各職階の教員は各号棒に分類
されている。 1級教員には 12の号俸がある。 2級教員と 3級教員は学校で主任などの中心的役割
?
?? ?
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を果たす教員が属する。 2級教員と 3級教員はそれぞれ、 5つの号棒がある。なお、 2級教員と 3























領域 (SchoolPriorities)、実践規約 (Codesof Practices)、生徒規則 (StudentCode of Conduct)、
アカウンタビ 1)ティー計画 CAccountabilityArrangements)である(31)。学校目標は、教育課程、
教育環境、人事運営、財政・設備運営の各目標とそれらを簡潔に説明した改善領域から構成される。




































ストリートン小学校は、ヤランビー小学校 CYallambiePrimary School) とワトソニアサウス小











































学年 英語 算数 理科 社会と 技術 芸術 保健 英語以外 ぷ口L三百1-
環境 体育 の言語
準備-2 9.2 5 2 1.5 2.5 3 0.8 25 
3-4 9 リ伊 2 1.5 2.5 3 25 
5-6 :_) 2 1.5 2.5 3 25 
出典:Streeton Primary School， School Annual Report 1997， 1998， p.16. 
注:数字は 1週間あたりの授業時数である。
第2は人事についてである。 1999年段階の教員は 20人である(49)。内訳は2級教員.5年任期制
l人、 l級教員・終身雇用 11人(このうち 3人は週4日勤務)、 1級教員・任期総 8人である。 8

















































合計 1，831，671. 77 
差額(収入一支出) 115，306.71 












度の教員給与ーの収支で、ある。教育省は学校に対して、校長、教頭、 3級教員 1人分、 2級教員3人









費呂 収入 支出 残額
校長 64.889 64，889 。
教頭 54，155 54，115 。
3級教員 51，203 。 51，203 
2級教員 147.483 94.931 52，552 
l級教員 541.880 650.124 -108，244 
非常勤教員 67，795 56.820 10，975 
税金費 63.991 63，543 448 
英語以外の言語教員 28，890 21，850 7，040 
英語以外の言語教員税金費 1.508 1.508 。
差額合計 13，974 

































1 設備と運動場の改善、 2 全学年の全体教育課程と 8学習領域教育課程の編成と評価、 3 
コンビューター教育の充実、 4. インドネシア語の導入。











l 個人の必要性に対応した教育、 2 識字力が低い少数の生徒への成果向上、 3 情報コンビ
ューター教育の充実、 4. いじめ対策など生活指導の充実。
出典:8treeton Primary 8chool， 8chool Charter 1997-1999， 1997， p.4， pp.8・15
1994年のチャーターと 1997年のチャーターを比較すると次のことが明らかになる。
教育課程目標は、バランスのとれた教育課程の提供という呂擦と学校と地域社会との協力の連携






















準備学年、 2学年、 4学年のデータと 1996年度の l学年、 3学年、 5学年のデータを比較すると、
データの正確性に疑問が生じる。「例えば 1995年度の4学年の英語力はレベル 2(2学年レベルの
学力)からレベル4 (6学年レベルの学力)までバラツキがある。 1996年に向ーの生徒が進級し














































出典 StreetonPrimary School， Triennial Review， Self-Assessment， 1997， p.6， pp.8-9， 
Hol血 es-Smith，P.， Verification Report， Streeton Primary School， 1997， pp.6-8， 
第2に、学校自己評価の 12. 生徒の個人差への対応方法を見直し、新しい対応方法を 12ヶ月
以内に策定する。Jと r5 .重点改善領域を再策定し、必要ならば授業時数配分も調整する。j の前
半部分を、外部評価の r2 .生徒の個人差への対応を、新しい重点改善領域に策定する。これまで
の生徒の個人差への対応も良かったが、さらに充実する余地がある。j に集約した。




























第 2に、アカウンタビリティー政策の効果について考察する。 1994年チャーターと 1997年チャ
ーターを比較すると、 1997年チャーターは教育課程目標と重点改善領域の両方で生徒の学習成果
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学年 1フ古て圭口五口 算数 理科・ 社会と 芸術 保健体育
技術 環境
準備 10 4.5 2 3 2 3.5 
1 10 4.5 2 1.5 2 3.5 
2 10 4.5 2 1.5 2 3.5 
3 7.5 5.25 3.25 2 2 3.5 
4 7.5 5. よワ~5 3.25 2 2 3.5 
5 8.5 5 2.5 2 2 3.5 
6 8.5 5 2.5 2 2 3.5 










第2は人事についてである。 1999年8月の教員は 27.2人である(80)。内訳は 3級教員・終身雇用
が 1人、 2級教員・終身雇用が4入、 l級教員・終身濯用が 13.2人、 l級教員・任期信iJが9人であ


































































69，272 1.0 x 69，272 69，272 
57，925 1.0 x 57，925 57，925 
107，702 2.0 x 53，851 107，702 
258，655 4.0 x 51，738 206，924 










0.1 x 45.400 
1.0 × 45.400 
1.3 × 49.755 
1.0 × 49，755 
l.0 × 49.755 














出典:Lalo1' East P1'ima1'Y School，“Sta伍ngWo1'ksheet fo1' 1999"， 1999. 
注:表 9の収入には銀行振込による予算配分のみ記載されており、現金による予算配分は含まれ
ていない。現金予算を給与支出に使用できない規則があるからである。それゆえ表8の合計と表











校に対して、校長、教頭 1人分、 3級教員2人分、 2級教員 5人分、 l級教員 15.4人分を配分した。
だが実際には、 3級教員が2入、 2級教員が4人、 l級教員が 16.1人という教員構成になった。予
算の費自が決められていないため、各職階の教員数の調整が可能になっている。
さらに障害児教育費、特別学習費、 ESL費、重点計画費の使途を分析する。学校は障害児教育費、











修と職務評価の確立と実施の 5つである(93) (表 10)。
1997年には、 1997年から 2000年まで有効なチャーターを策定した。このチャーターは本来 1997





に関して向上する。 3. 算数の教育課程と教授法を改善して生徒の計算能力を向上する。 4.保健
体育の学習成果を向上すること。 5.理科と技術の教育課程を実施・評価し質の高い教青を提供す
る。 6. 技術に対する生徒の理解と能力を向上する。 7. イタリア語を継続実施する。 8. 教育課
程政策にもとづいて成績評価方法を改善し、生徒と父母に的確に報告する。J(95)である。 1994年の
-101 -
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チャーターにおける lつ自の呂擦の「教育課程政策の枠内で幅広く系統的な教育課程を提供し、生
徒の多様な必要性と意欲に対応する。」が、 1997年のチャーターでも再び策定された。さらに、こ








1 理科と技術の質の高い教育課程の提供、 2. 全教科成績評価方法の改善と父母に対する充分
な報告の実施、 3. イタリア語の導入、 4. 生活指導の充実、 5. 教員研修と職務評価の確立と
実施。













1 英語の学習成果向上、 2. 保健体育の教育課程の充実と学習成果向上、 3. 技術の学習成果
向上。





























ーの目標に策定する。Jr 7 .教員は算数の教育課程に関する研修に参加する。j ことを勧告した。












第 lに、全体教育課程の方針を示すために、 r1. 1994年チャーターの教育課程呂標の基本的考
え方を維持する。Jことを勧告した。
-103-
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出典 LalorEast Primary School， Self-Assessment Report， 1997， pp.7・9，Dickson， P.， 
Verification Report， 1997， pp.5・7
第2に、学校自己評価iでは識字・英語に関する勧告が5つもあった。それらは f1 .識字向上計
画を教育課程呂擦と重点改善領域に策定する。Jf 2 .低学年での識字教育を予算配分が可能な限り









































と聴取理解に関して向上する。Jr 4.保健体育の学習成果を向上する。Jr 5 .理科と技術の教育課
程を実施・評価し質の高い教育を提供する。Jr 6.技術に対する生徒の理解と能力を向上する。Jこ
とが策定された。重点改善領域として、 r1 .英語の学習成果向上、 2.保健体育の教育課程の充実
と学習成果向上、 3.技術の学習成果向上。j が策定された。
新しい教育課程目標として、 r7.イタリア語を継続実施する。j と r8.教育課程政策にもとづ
いて成績評錨方法を改善し、生徒と父母に的確に報告する。jという目標も追加された。これらの自
-105-




















































J¥」1 ストリートン小学校 レーフーイースト小学校(学校群 1) (学校群9) 
教 領域数 8 8 
育 授業時数配分の特徴 「英語Jr算数j に多く配分 「英語j に多く配分
課 英語以外の吉語 「インドネシア語J 「イタリア語J
程 独自性あるいは特徴 「社会と環境jに宗教教育を含む 「理科・技術j を設置
ESL補習の実施
人 任期制の教員割合 45% (9人) 33% (9人)
事
財 裁量を活用した 各職階の教員数を調整 各職階の教員数を調整
L皇子一教員給与運営の特徴 特別昇給・主任手当を決定 特別昇給・主任手当を決定
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